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「データ」→「データ分析」をクリック。 

※通常は「データ分析」のアイコンは表示さ

れていません。簡単な操作で画面にアイ

コンを表示させることができます。 

結果に影響を与えていると考えられる要因がいくつ

もあった場合、各要因の影響力の大きさをさぐる方法

として重回帰分析という方法があります。 

 重回帰分析は、因果関係を分析するための統計

処理と言われています。 

 

原因① 

身長という体格面の影響と、1 日の平

均摂取カロリーという食生活面の影響。 

 

体重はその 2 つの要因の影響を受け

るとします。 

 

では、2 つの要因で、影響力の違いは

どれぐらいでしょうか？ 

体格・摂取カロリーと体重 

原因② 原因③ 

結果 

影響力大 
影響力小 影響力 

ほとんどなし 

「回帰分析」を選択。 

次の画面で、データが入力

されたセル範囲を指定。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

このような分析結果が自動表示されます。 

 

体重（kg）＝-76.48＋0.0019×カロリー＋0.76×身長 

の部分から、身長とカロリー数と体重の関係を表す式がつくれます。

このような式を回帰式（重回帰式）といいます。 

Ａ 

Ｂ 
Ｃ 

Ｂ 

つくった回帰式と実際の数値との当てはまりのよさを表すのが    です。 

 

「補正 R2」は自由度調整済み決定係数といい、1 に近いほど、式で計算した体重推定

値と実際の数値との誤差が小さい（当てはまりのいい式）と判断します。当てはまりのいい

式は、摂取カロリー数の増減で体重が何 kg になるかを予測することにも使えます。 

Ａ 

Ｃ の部分は、影響度の大きさを表します。摂取カロリーの影

響度は 0.00 となっていますが小数点以下 4 桁まで表示さ

せると 0.0019 です。身長の影響度は 0.76 です。これをつ

かって、影響度の大きさをグラフで表すことができます。 

体重は背の高さでだいたいきまる、摂取

カロリーはあまり関係がなさそうだ、という

ことがわかります。 

実際の重回帰分析では、上記の他に、結果と各要因の相関の高さをみる、

要因間の相関の高さを確認する、影響度の少ない要因のデータを除外して回

帰式をつくって当てはまりのよさをみる、式による計算値と実測値との相対誤

差が 15％以下かどうかみる、といったいくつかの操作もして、より確かな回帰

式を求め、影響度を比較します。それらの操作も Excel でできます。 
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